



松 井 直 之
 




お わ り に
は じ め に







































） 芦部信喜「青少年条例の憲法問題」自治研究 40 巻 10 号（1964 年）59 頁以下参照。
） 江橋崇「条例運用の実態・東京都」奥平康弘編著『青少年保護条例・公安条例』（学陽
書房，1981 年）85 頁参照。

















































































































































































20） 最大判平成元年月日民集 43 巻号 89 頁。




















































































































34） 内野正幸「判批」平成年度重要判例解説（1995 年）14 頁。




















本条例は，鈴木俊一知事（1979 年月 - 1995 年月）のもとで 1992 年に初め
て改正され，青島幸男知事（1995 年月 - 1999 年月）のもとで 1997年に改正
された。そして，石原慎太郎知事（1999 年月 - 2012 年 10 月）のもとで，2001





39） 内野・前掲註 34）14 頁。
40） 松井・前掲註 37）102 頁参照。









































































































































































































































































憲訴訟最高裁判決をめぐって」ジュリスト 947号（1989 年）93 頁参照。




お わ り に
東京都では，1950 年代の青少年の不良化という社会的背景のもとで，1964
年月に「青少年の健全な育成」を目的とする本条例が制定された。本条例は，
当初のところ，環境の整備や優良な図書，映画，演劇を推奨する制度などを前
面に出す体裁が採られ，出版物などの取扱い業者に自主規制を義務づける規定
を置き，審議会を設置して慎重な審査を経たうえで不健全な出版物等の指定・
警告を行い，それでもなお従わない場合にのみ罰則を設けるなどとされた。
もっとも，本条例の改正による条文の変化に着目すると，不健全な図書類等
の販売等を規制する根拠には，「青少年の性に関する人格形成への悪影響の排
除」という観点が強くなってきていることが明らかになった。ところが，この
「青少年の性に関する人格形成への悪影響の排除」という観点には，保護者的
観点が目立ち，青少年の人権を重視する視点が極端に稀薄であるという問題が
あるように思われる。児童ポルノ禁止法について，さらなる見直しが提起され，
議論されている今こそ，青少年を保護の客体としてではなく，人権の主体とし
て捉えることが，「青少年の人権を尊重するとともに，青少年の身体的又は精
神的な特性に配慮しなければならない」（条の）ということの原点である
ことを確認しなければならないときであろう。
東京都青少年健全育成条例による不健全図書の規制（松井直之） 319
